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１ 諮問・答申・条例 

（１）諮問・答申 

［諮問書］ 
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［答申］ 
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（２）石岡市総合計画審議会条例 
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２ 石岡市総合計画策定体制 

■石岡市総合計画審議会 

・総合計画審議会は、市長からの諮問を受け、本市の総合計画

の実現に関することについて審議をするものです。 

・学識経験者５名、市議会議員５名、各種団体６名、一般市民

４名の合計 20名で構成します。 

 

■庁内体制 

●石岡市総合計画策定委員会 

・総合計画（案）の審議等を行います。 

・庁内各課より合計 45名で構成します。 

 

●若手職員ワークショップ 

・将来を担う若手の職員が考えている市の魅力向上のための取

組等について自由に意見交換を行い、総合計画策定・・推進に

対する意識向上につなげるものとして開催しました。 

・直接応募又は推薦にて合計 11 名が参加しました。 

 

■市民参加（市民等の声収集） 

①石岡未来工房 

・無作為抽出の 800 人に対してアンケートを実施しました。 

・また、様々な立場や地域の方から、本市のまちづくりに関す

る意見や総合計画に必要な視点等についてご意見をいただ

くためにワークショップを石岡地区、八郷地区にて実施し、

合計 13 名にご参加いただきました。 

 

②転出者調査 

・転出手続きをされる方を対象に窓口に回収箱を設置し、アンケートを回収しました。また、市

外転出者に郵送・回収を行う 2通りで実施し、合計 80名の方にご協力いただきました。 

 

③高校生ワークショップ 

・将来の石岡市を担う世代の方が自由に意見交換を行うものとして開催しました。 

・当日は、市内高校に通学する高校生合計 19 名にご参加いただきました。 

 

若手職員ワークショップの様子 

高校生ワークショップの様子 

石岡未来工房の様子 

石岡市総合計画審議会の様子 
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④子育て世代ワークショップ・ヒアリング 

・市政に関わる機会の比較的少ない子育て世代に対し、本市での生活に関する思いやご意見をお

聞きするために実施しました。 

・イベント等参加の 12名の方にご協力いただきました。 

 

 

 

 

 

 

⑤子育て世代アンケート・教育者保育者等アンケート 

・現役の子育て世代の方や現在及び将来の保育や教育を提供する主体となる保育者や教師の

方にインターネットを用いたアンケートを実施しました。 

・合計で405件の回答をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※自由記述内容をAIテキストマイニングを用いて分析した内容であり、出てくる頻度が高い単語を選び、その頻度に応

じた大きさを図示しています。（青色が名詞，赤色が動詞，緑色が形容詞） 

https://textmining.userlocal.jp/・©・2007-2021 User Local,Inc. All Rights Reserved. 

 

⑥パブリックコメント 

・市民からの意見や情報を募集するために、石岡市総合計画案について、市ホームページ、本庁

政策企画課、出張所、公民館、図書館等にて公表し、令和３年 12月 14 日～令和４年 1月７日

の期間において、意見募集箱への投函、郵送、メール、市ホームページにて意見の提出を受け

付けました。 

・13 名の方から、40 項目（専用応募フォーム 8名、メール 2名、意見箱等３名）のご意見等の

提出がありました。 

 

 

 

 

 

子育てワークショップの様子 子育てヒアリングの様子 

今後の取組アイディア 

（子育て世代アンケート） 

今後の取組アイディア 

（教育者保育者等アンケート） 
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⑦オープンハウス 

・令和３年 12 月 15日・（八郷支所）及び 12月 16日・（本庁）にて、会

場に設置した説明用パネルを用いて、説明員の説明を受けながら計

画案の内容の理解を深めることができる場を設けました。 

・計 20 名の方に訪問いただきました。 

 

⑧オンライン対話の場 

・広報等にて募集を行い、計画案の説明に加え、参加者同士が対話す

る機会を持つことで各種取組の相互理解を深めるほか、参加者自身

が石粉足の将来像の実現のために挑戦してみたいこと、連携・・協働

の可能性について探ることを目的としたオンラインワークショッ

プを実施しました。 

・当日は８名の方にご参加いただきました。 

 

■企業・団体ヒアリング 

・行政との連携・協働を進めるうえで必要な視点や取組を把握するために実施しました。 

・各種団体 23団体、事業者 82事業所を対象にアンケートを実施しました。 

・さらに、ご協力いただける各種団体 12 団体、９事業所に対して直接面会してご意見をいただ

きました。 

 

オープンハウスの様子 

オンライン対話の場の様子 
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３ 石岡市総合計画策定の経過 

年月日 会議等 内容 

令
和
２
年
度 

１月 14 日 第３回石岡市総合計画審議会 
〇諮問「基本構想等について」 
〇総合計画の策定について 
〇石岡市の現状について 

２月 15 日 第４回石岡市総合計画審議会 
〇石岡市の現状と人口推計について 
〇基本構想に係る基本理念・将来像について 

令
和
３
年
度 

６月１日 第１回石岡市総合計画審議会 

①基本構想基本計画策定方針・体系（案）に
ついて 

②「市民の声収集」集計結果について 
③石岡市基本構想（案）について 

７月 13 日 第２回石岡市総合計画審議会 
〇基本構想（案）について 
〇基本計画（基本施策の構成案）について 

 
第３回石岡市総合計画審議会 
（書面開催） 

〇基本構想の将来構想ページについて 
〇基本構想・基本計画の体系について 
〇基本計画における施策ページについて 

10 月 18 日 第４回石岡市総合計画審議会 
基本計画について 
〇施策ページについて 

11 月１日 第５回石岡市総合計画審議会 
基本計画について 
〇施策ページについて 

11 月 16 日 第６回石岡市総合計画審議会 
基本計画について 
〇施策ページについて 

11 月 25 日 第７回石岡市総合計画審議会 
〇基本構想について 
〇基本計画について 

12 月 14 日 

～１月７日 
パブリックコメント実施  

12 月 15 日 
オープンハウス 

（八郷支所 1階市民ラウンジ） 
〇会場に説明用パネルの設置及び説明 

12 月 16 日 
オープンハウス 

（本庁１階メロディアスホール） 
〇会場に説明用パネルの設置及び説明 

12 月 19 日 オンライン対話の場 〇将来像実現のための各種取組について 

１月 18 日 第８回石岡市総合計画審議会 
〇基本構想について 
〇基本計画について 

  〇答申 
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４ 審議会名簿 

役 職 氏 名 区 分 備 考 

会長 馬渡 剛 学識経験者 茨城大学人文社会科学部教授  

副会長 比企 利枝子 学識経験者 歯科医師  

 吉田 良一 学識経験者 一級建築士   

長谷川 京子 学識経験者 土浦第二高等学校 校長   

永井 博 学識経験者 茨城県立歴史館特任研究員   

池田 正文 
市議会議員 石岡市議会議長 

令和３年度 

第１回まで 

菱沼 和幸 
令和３年度 

第２回から 

菱沼 和幸 
市議会議員 石岡市議会副議長 

令和３年度 

第１回まで 

勝村 孝行 
令和３年度 

第２回から 

関口 忠男 
市議会議員 総務委員長 

令和３年度 

第１回まで 

谷田川 泰 
令和３年度 

第２回から 

石橋 保卓 市議会議員    

岡野 孝雄 
市議会議員  

令和３年度 

第１回まで 

新田  茜 
令和３年度 

第２回から 

堀崎 敬史 
各種団体 柏原工業団地運営協議会 

令和２年度 

第４回まで 

髙崎 卓也 
令和３年度 

第１回から 

木下 明男 各種団体 石岡市観光協会   

山﨑 美榮子 各種団体 新ひたち野農業協同組合   

萩原 三代子 各種団体 石岡市八郷商工会   

関川 恵一 
各種団体 石岡市ＰＴＡ連絡協議会 

令和２年度

第４回まで 

長谷川 孝夫 
令和３年度

第１回から 

磯邊 集 各種団体 石岡青年会議所   

北郷 新平 市民（公募）   

塚田 尚 市民（公募）   

浦井 聡子 市民（公募）   

小野 もと子 市民（公募）   



 

11 

 

５ 市民満足度調査の結果 

（１）実施概要 

・無作為に抽出した市内在住の 18 歳以上の男女 4,000 人を対象に、毎年６月に調査票を郵送配

布、郵送回収 

 

（２）結果概要 

①業務改善必要度が高い施策 

・重要度が高く、満足度が低くなっている施策について、2 か年続き、「地域医療の充実」「防犯

対策の充実」が上位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②令和２年度調査 居住意向 

・・「現在の場所に住み続けたい」が約 78％と最も多くなっています。 

・年代別で見ると、年齢が若いほど「市外に移りたい」の割合が高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

１位 地域医療の充実 ４位 道路の整備 

２位 防犯対策の充実 ５位 交通安全の推進 

３位 商業の振興・中心市街地の活性化 

 

令和２年度調査  

１位 地域医療の充実 ４位 道路の整備 

２位 防犯対策の充実 ５位 商業の振興・中心市街地の活性化 

３位 交通安全の推進 

 

令和３年度調査  

回答者数
現在の場
所に住み
続けたい

市内の他
の場所に
移りたい

市外に移り
たい

無回答

人数 1,550 1,203 113 191 43

構成比 77.6% 7.3% 12.3% 2.8%

人数 18 12 1 5 0

構成比 66.7% 5.6% 27.8% 0.0%

人数 72 42 11 17 2

構成比 58.3% 15.3% 23.6% 2.8%

人数 131 73 20 34 4

構成比 55.7% 15.3% 26.0% 3.1%

人数 204 144 20 38 2

構成比 70.6% 9.8% 18.6% 1.0%

人数 215 161 13 37 4

構成比 74.9% 6.0% 17.2% 1.9%

人数 317 262 23 25 7

構成比 82.6% 7.3% 7.9% 2.2%

人数 363 323 12 18 10

構成比 89.0% 3.3% 5.0% 2.8%

人数 154 136 8 5 5

構成比 88.3% 5.2% 3.2% 3.2%

人数 76 50 5 12 9

構成比 65.8% 6.6% 15.8% 11.8%

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字

30歳代

全体

10歳代

20歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答

【全体】 【年代別】 
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③令和２年度調査 あなたが望む石岡市の将来像 

・望む石岡市の将来像は「安心・安全」「自然」「環境」が上位となっています。 

・10歳代で「伝統」「歴史」が上位となるなど、年代によって傾向が異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④令和２年度調査 石岡市がどのようなまちであってほしいか 

・石岡市がどのようなまちであってほしいかについて、「生活環境が充実したまち」「健康でいき

いきと暮らせるまち」「福祉が充実したまち」が上位となっています。 

・年代別に見ると、60 歳代未満で・「生活環境が充実したまち」、60歳代以上で・「健康でいきいき

と暮らせるまち」がそれぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

（参考）10歳代  （上位 10項目） 

【全体】 

【年代別】 

60 歳代未満  （上位５項目） 

60 歳代以上  （上位５項目） 


